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世界の食糧不足は昨今の重大な課題の一つとなっています。
特に今年はコロナ禍や気候変動、情勢不安などにより、食糧供
給システムの問題が世界的に顕在化しており、足元でも食料価
格の高騰がニュースで取り上げられています。食料価格の上昇
は我々の食卓はもとより、開発途上国に対して多大な影響を及
ぼします。今月のテクノスコープでは、植物の生育を助ける働
きをする鉄を安定的に供給する技術について紹介されていま
す。一見、『食料危機』と『鉄』という二つの言葉は結びつき
にくいかと思えますが、アルカリ土壌では鉄の吸収が行えない

という問題があり、その解決策としてPDMAを用いる技術に
なります。今まで農耕に適していなかった土地で食糧が作られ
るようになれば、食糧危機を解決する大きな助けになる可能性
があります。我々が普段扱う鉄の用法とは異なった使用方法と
して、ご一読頂ければ幸いです。また、鉄は人体にも摂取が必
要な元素であることは広く知られており、生物と鉄は切っても
切れない関係であると、認識を改めた次第です。
� （K.A）

編  集  後  記

66

ふぇらむ Vol.27（2022）No.9



www.meihosha.co.jpinfo@meihosha.co.jp

info@nihon-tp.com

広い温度領域・各種形状試料・特殊測定に対応します。

共振法応用の弾性率や内部摩擦等の物性測定・試験・計測装置の開発専門企業

日日本本テテククノノププララスス株株式式会会社社 https://nihon-tp.jp (株)神戸工業試験場グループ

06-6390-5993 info@nihon-tp.com 〒532-0012 大阪市淀川区木川東 3-5-21 第 3 丸善ビル

室温や比較的低温で最最もも信信頼頼性性のの高高いい装装置置

自自由由共共振振式式弾弾性性率率､､内内部部摩摩擦擦測測定定装装置置

JE-型型/JG-型型 (RT 室温用､HT 高温用､LT 低温用)

〇高精度・簡単操作

高再現性・迅速測定

〇板状、線材の単純形状

〇最高温度：1000℃

弾性率と内部摩擦の高高温温測測定定でで最最高高のの装装置置

高高温温弾弾性性率率等等同同時時測測定定装装置置

EG-型型 (HT 高温用､LT 低温用)

〇最も信頼性の高い高温測定

〇ヤング率､剛性率､ポアソン比

内部摩擦同時自動測定

〇最高温度 1200℃

まてりあ 2110～・粉協 2110～ 2103 ふぇらむ

等方体や単結晶の弾性率と共に弾性定数 Cij
の測定で、最先端研究に大きく寄与

電電磁磁共共振振式式弾弾性性率率･･弾弾性性定定数数測測定定装装置置

CCⅡⅡ-型型 (RT 室温用､HT 高温用､LT 低温用)

〇より詳細な力学特性測定

弾性定数(弾性スティフネス Cij) から求め

るヤング率､剛性率、ポアソン比は高精度

〇新素材研究時の小試料で測定できます。

5mm 程度の直方体や円柱の測定。

〇単結晶、多結晶

〇最高温度 1200℃
〇自自動動解解析析ソソフフトト開開発発中中

現在､等方体と立方晶の

解析まで完成。順次他の

結晶に対応します。
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CLASSIC LINE
遊星型ボールミル

▼

容器がセットされる様子。

“NANO領域”PREMIUM LINE P-7.
明日の遊星型ボールミルはこれだ。

ドイツ フリッチュ社製遊星型ボールミル

P-5/4 P-6 P-7

遊星型ボールミルの
パイオニア

P-4

自転公転比率を
意のままに

フリッチュ社の技術で
容器1個で遊星型に

微量の試料を
対象に

●通常の容器、雰囲気制御容器ともボールも含めて次ぎの材質を御使用いただけます。メノー、アルミナ、ジルコニア、チッカ珪
素、ステンレス、クローム、タングステンカーバイト、プラスッチクポリアミド　●容器のサイズ。500, 250, 80, 45, 12cc。　
●乾式のみならず湿式での粉砕が可能。またISO9001, TUEV,  CE等の国際安全基準をクリアー

premium lineと並んで従来どおりの
遊星型ボールミルトリオも併せて
ご提供いたします。

M/A、エネルギー関連材料、機能性セラミックス、環境リサイクル、電気電子材料等の開発に不可欠な

特色
1. 弊社Classic Line P-7と比べて250％の粉砕パワーUP
 自転 : 公転比率 : 1 : －2． MAX 1,100/2,200rpm
 粉砕エネルギー : MAX 94Ｇ（Classic Line P-7では46Ｇ）
2. 容器を本体に内蔵。
外部に飛び出す危険性は皆無に。

3. 容器のサイズは20, 45, 
 80ccの3種類。
 雰囲気制御容器も多数用意。
4. 容器のセット、取り出しも
極めて容易に。

Ｐ-4, Ｐ-5, Ｐ-6, Ｐ-7

CLASSIC LINE 雰囲気制御容器一例

カタログおよび価格表は弊社にお問い合わせください

フリッチュ・ジャパン株式会社 info@fritsch.co.jp　http://www.fritsch.co.jp
本　　　社　〒231-0023 横浜市中区山下町252 Tel（045）641-8550 Fax（045）641-8364
大阪営業所　〒532-0011 大阪市淀川区西中島7-2-7 Tel（06）6390-0520 Fax（06）6390-0521
福岡営業所　〒819-0022 福岡市西区福重5-4-2 Tel（092）707-6131 Fax（092）707-6131

カタログおよび価格表は弊社にお問い合わせください
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Trimates@blue.ocn.ne.jp
 

〒194-0022 東京都町田市森野四丁目15番5号
PHONE : 042-727-2813　TELEFAX : 042-723-0803
E-mail: trimates@blue.ocn.ne.jp

■銅ステーブ
最新技術により、循環式熱応力による偏芯量を最小限に抑えた垂直型溝孔構造による
不等辺四角形溝付き水冷構造の銅ステーブを開発しすでに採用済み

■多層式耐摩耗材の挿入
・波形配列の連結方式による挿入も可能
・モース硬度9.4（ダイアモンドのモース硬度は10.0）の焼結細密セラミックによる
二重構造の高耐摩耗鉄扉にも採用可能
・極く僅かの損耗率である超耐摩耗耐火材を使用

KME Special Products社の総販売代理店

KME社製 圧延銅ステーブ

最新技術による耐摩耗方式が搭載されているKME社製銅ステーブ

KME社特許取得済みの最新技術による耐摩耗材が搭載された銅ステーブの特徴
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